
学 会 記 事

L'卜十 十i十∴ 昭和離日臣3渋)日直吐繕畑卜聴甘･:._･lJLJL､.

,＼＼･rM摘f畑十十施行!∴･√∴ 舶煩緑川l誹巨~::帰日UJJ闘Jl~

朱綱を残し退院し紅 術後の脳血管撃でAVMの消兜

を確認し薮こ.

をこ際しての閑嬢薫につき,若干の考察を加えるサ

;畑7L'洋 -･仁棒 十し
給水 基山頼巨上 雅弘
佐専塞達也骨児玉南海雄離 鎧 賢槻 学∋

才の男性で,脳室内出血を3度繰り返した.脳血管造影

では左沙ソズ横線状終動脈,前脈絡叢動脈,前後視床穿

通勤脈を Fee舶㌘とする視床 AVM を認め軋 まず

(･恒)tliniLT仁 沃∴:川tげi'.lrir;川ド(I:111',ドニ11:ll-1'lrいこl(､Il

にて側脳室内をこ至りmidtasを摘班Lた｡症例碧は35才

瀞では前後脈絡革動脈を飽edだ㌘とする視床AVM を
il苦､㍉'~_.Mlilr･†11-it】トT､よ∴十二早川精一JJ-圧.'＼＼'＼l

の3次元約把握をこ私用であ-〕たせ手術は左威頂寮から

上 nH】し】1<LIL:I-i斬畑 :L-.社主'ここ_､宣【:Ti:_･＼＼Lへトl､r什1tT:

は予m吏dus腰間の重要な敵織を損勝しない様をこm孟dus

ぎりぎりにト摘出Lなければならないが9境界の同定は困

歴な場合が多い,彪管遺影畢関毘夏を利博した最盛us

認,魯榛モニタリソダの駆使をこよって必要数中限の脳の

損傷で手衝を終了するような工素が必要である&

A-3漫)脳動脈癖を禽併した多発性硬膜勤静脈
萄形の且例

驚慕粗霊 ;襲嘉川段慧凝 離 欝病院)

症例は輯歳女性書望年前より高血圧で加療していた9

付:I.:吏∴-服廉いT日,H湖上㌧ 1()_照射巨L'1日p大町甘 上

限球粟親と結膜蒐胤 堂外眼筋麻緒が凝られたサまた左

限および左琴線部に雑音を聴取したや

選択的左内昏動脈撮影:海綿静脈胴部硬膜動静脈禽形

と内頚動脈感,選択的産熱頚動脈擬彫:海綿静脈洞都と

後頭姦儀に硬膜動静脈奇形を認めた早

ま頂月旦鋸ヨ左外貌動脈を葦出し9選択的紅招き咽頭動脈

:,～I;～)

こ守も津i仲川樟:I,'11㌦紺 ､ir･1言‖il･l~∵宜畑輔1凍

塞栓妓結教した中断後症例は漸次軽快し′漫翌月末闘£服症

状は消失し写軽度の左叢綱島を残すのみとな-〆〕た.転的二号

月旦射ヨ左内頚動脈癒UうダリVピソダを行ったや

たが,海綿静脈洞部は消焦した,多発性硬膜動静新教形

に外魚動脈の流束動脈-の選択的なフィブリン糊の塞栓

術が有効であった.

A-3離 前頭意識硬膜動静脈奇形の3劉

大磯 浩之
阿部 弘
伊藤 文鎮
番藤 久泰
盛淵 正二
柏葉 武

上山 博康成鳥 熟第学き

鮒 三起未撲欝髭 脳神経j

臓 先行を畿霞脳欄 外糾う

静脈洞部に好発するとされノタ絹頭蓋底部に発教すること

は比較的稀な疾患である.縮頭蓋濡硬膜勤静脈姿形はこ

1､1批il,_う汗1硬廿､ヰこ養lli汗ミ∵_辛::､二川ttl･i=†･t･=lTn('iLhl巨Irl･-

げ.t･∴十王言いt,JH､T-i川,t両川両止1日Ir･t'.T･.tがi諭】illttl.

こIrttで.～.∴ill.:.JIr-.∴宮･･'･∴ 髪,}p_十､1＼.ilr;t川inと,f＼･(.i!l言

】吊妾静酢町'_■言'∴ (.:Iを):lt一両-Llリ,:I:､t･いHit.こil＼･tlirl∴-

トE_t)riL厄日1Lt.ご＼･tllnl打､恒)lり‖1t.､=川Lirt.吊＼rt両1十トロ

たのち漉褒状洞に統裁することが多い叶そのためこの部

の血管破綻をきたすことが多く親政発症例が約8割と高

率をこ認められる"また前頭蓋底部をこ発幾する硬膜動静脈

奇形では静脈癖様の血管拡張が認められることが特徴と

されているC

今回我壕は北海道大学脳神経外科およびその閑適施設

をこて出血発症例望鰍 偶然発見された且例の合計議例の

前頭蓋底部に発生した東経動静脈奇形を経験したので,

若干の文献的考察を加えて,報告する.

針--3議)特発性解離性頚部内瓢動脈魔の望例

卵 彰凍 番 隆----転義長恕諾叢欝院議
野川 八嗣 {.吊 冊l::い

特発性解擬性幾部内窺動脈感で,保存的治療で死亡し

ハし攻汚=-il/,1例,1-･報告し仁

症例1:1とり;冊十 ･′信吾:rI.付与歌碑で机上 帖亨当村

入院し十.描緋 しゝ11-二守U臣lTl-pit.十∴ !て:_し':1(lr~'Hirl

削里蛸的軒Ii.こ叩けinhT川､し､hlSi川lTi:-Ll:紺,た.右Ll:㌔(lT




